
令和7年度（202５年度）

小学生すくすくウォッチ 泉大津市の結果概要

今回お知らせする結果は、学力や学習状況の一部分であり、子どもたちの
学力や学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。



令和７年度 小学生すくすくウォッチ
○目的：子どもたち一人ひとりが自らの強みを知り、学びの基盤となる言語能力や読解力、情報活用能力、

問題発見・解決能力等を向上させ、これからの社会を生き抜く力を着実につける。

○実施日：令和７年４月1６日～2４日 ※期間内で学校が実施日を決定

○対象：小学校、義務教育学校前期課程及び支援学校小学部の第５・６学年

○実施児童数 ５年生： 泉大津市 ５3５人 大阪府 63,508人
６年生： 泉大津市 5２１人 大阪府 64,739人

○内容：５年生：国語、算数、理科、わくわく問題（教科横断型問題）、アンケート
６年生：わくわく問題（教科横断型問題）、アンケート

○児童への資料「ウォッチシート（個人票）」の提供
【記載内容】
・アンケート結果からわかる児童一人ひとりのよいところ
・各教科とわくわく問題（教科横断型問題）の解答状況から見られる、児童一人ひとりのよいところ
・各教科とわくわく問題（教科横断型問題）のすべての問題について、児童一人ひとりの正答状況と
それに合わせたアドバイス



教科に関する調査結果



【5年生 国語】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 11.6問 / 1７問 68.3％ 6.0％

大阪府（公立） 11.8問 / 1７問 69.2％ 5.6％

リーディングスキルを問う問題が多数含まれる

泉大津市 大阪府

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 72.0 72.4

（２）情報の扱い方に関する事項 64.3 68.9

（３）我が国の言語文化に関する事項 17.2 21.9

話すこと・聞くこと － －

書くこと 69.0 69.1

読むこと － －

68.3 69.2

思考・判断・表現 69.0 69.1

分類 区分
平均正答率（％）
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貴教育委員会 大阪府

・文を正しく理解し、指示語の指示内容を捉えることや、
一文を二文に分けて書くとき、文と文の意味のつなが
りを考え、適切な接続語を使うことはできている。

・文の中における主語と述語の関係に注意して、述語
の部分を正しく書くことや、示された文の構造や、情報
と情報の関係を理解して文の内容を正しく捉えること
には課題がある。
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リーディングスキル
「照応解決」

泉大津市 91.6％
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リーディングスキル
「係り受け解析」

泉大津市 75.7％
（大阪府 76.9％）
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泉大津市 45.8％
（大阪府 47.9％）
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リーディングスキル
「係り受け解析」

そもそも問題を読解
できていない？

48.0％は、「作る」の意味
を含んでいないもの



泉大津市 56.1％
（大阪府 56.2％）
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リーディングスキル
「同義文判定」

基礎的読解力の基盤となるプロ
セスは、助詞が示す情報を正しく
読み取れるかに依存している。

◆対応するRSTの分野
係り受け解析・照応解決
同義文判定
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泉大津市 56.4％
（大阪府 57.9％）

リーディングスキル
「係り受け解析」

大阪府小学生すくすくウォッチ過去問



【5年生 算数】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 4.0問 / ７問 66.0％ 3.9％

大阪府（公立） 4.1問 / ７問 67.9％ 4.1％

大阪の小学生が特に苦手としている領域を中心に出題されている。
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貴教育委員会 大阪府

＜ 主なポイント ＞

・円の直径についての理解を通して、１枚の画用紙に
円を何個かくことができるかを考えることは概ねできて
いる。

・資料から読み取った内容と棒グラフが示している内
容を関連づけ、内容を正しく理解することに課題がある。

＜ 正答数分布グラフ ＞

泉大津市 大阪府

数と計算 69.7 72.1

図形 74.4 75.6

測定／変化と関係 49.7 54.8

データの活用 61.7 63.0

知識・技能 64.4 66.1

思考・判断・表現 67.7 69.8

選択式 67.4 68.4

短答式 71.6 72.9

記述式 59.2 62.5

評価の観点

分類

学習指導要領

の内容

問題形式

区分
平均正答率（％）



具体的な問題例
大問１（２）

直方体を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し、平面上での表現や構成の仕方
の考察を通して、入れ物とならない展開図について、その理由を考える。

泉大津市 68.6％
（大阪府 70.2％）

番号 理由
反応率
（％）

1 ◎ ２　と解答 ①または②を記述しているもの 9.0

2 ○ ２　と解答
①、②を記述していないもの
無解答

59.6

3
１　または　３　と解答
または無解答

①または②を記述しているもの 0.6

9 29.7

0 1.1

(正答の条件)
【番号】を２と解答し、【理由】に次の①または②を書いている
①　大きい長方形の面を囲む面が一枚足りない
②　大きい長方形の面に向かい合う面が同じ形にならない

上記以外の解答

無解答



具体的な問題例
大問２（１）

資料から読み取った内容と棒グラフが示している内容を関連づけ、内容を正しく理解する。

泉大津市 49.9％
（大阪府 52.4％）

番号
反応率
（％）

1 ◎ 19.6

2 ○ 12.1

3 ○ 18.1

4 2.6

5 7.3

6 14.4

9 23.4

0 2.4

２、３　または　３、４　または　２、３、４　と解答しているもの

上記以外の解答

無解答

解答類型の詳細

１、３　および他の選択肢　と解答しているもの

１、２　または　１、４　または　１、２、４　と解答しているもの

１、３　と解答しているもの

１　と解答しているもの

３　と解答しているもの



【5年生 理科】

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 6.8問 / 1２問 56.3％ 3.6％

大阪府（公立） 7.2問 / 1２問 59.8％ 4.2％

大阪の小学生が特に苦手としている領域を中心に出題されている。
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貴教育委員会 大阪府

＜ 主なポイント ＞

＜ 正答数分布グラフ ＞

泉大津市 大阪府

「エネルギー」を柱とする領域 59.4 56.8

「粒子」を柱とする領域 65.3 70.1

「生命」を柱とする領域 59.5 69.2

「地球」を柱とする領域 47.2 51.0

知識・技能 58.3 62.1

思考・判断・表現 54.3 57.6

選択式 57.5 61.0

短答式 63.2 65.1

記述式 42.1 47.9

分類 区分
平均正答率（％）

学習指導要領

の内容

評価の観点

問題形式

・暖かい空気は上方へ流れるという性質を理解し、火
事で避難するときに取るべき姿勢を考えることは概ね
できている。

・気温を測るときの温度計の正しい使い方について理
解することに課題がある。



具体的な問題例
大問２（３）①

直列つなぎと並列つなぎについて理解する。

ア イ
反応率
（％）

1 ◎ 直列　と解答しているもの へい列　と解答しているもの 32.1

2 ○ 直列　と解答しているもの
へい列　以外の解答
または、無解答

22.6

3 ○
上記以外の解答
または、無解答

へい列　と解答しているもの 1.7

9 35.1

0 8.6

上記以外の解答

無解答



具体的な問題例
大問１（6）

日陰の位置は太陽の位置によって変わり、日なたと日陰では地面の暖かさに違いがある
ということを理解し、現在の日陰の位置を予測する。

泉大津市 25.4％
（大阪府 28.8％） 泉大津市 35.1％

（大阪府 35.6％）

泉大津市 16.4％
（大阪府 14.8％）

泉大津市 21.8％
（大阪府 19.3％）

リーディングスキル 「イメージ同定」「具体例同定」



わくわく問題（教科横断型問題）に
関する調査結果























具体的な問題例
大問１（２）

大問１
身近な飲み物であるミックスジュースを切り口に、資源をむだにしないことなど、環境をテーマとした題材とし、読み取っ
た情報に基づいて抽象化して考える力や、目的に合う自分の考えを理由とともに伝える力を問う内容。
普段の生活の中に環境に配慮した取組みがあることを理解し、自分のひとつひとつの行動や選択にも環境に与える影
響があることを考える機会としてほしいというメッセージが込められている。

①…エ ②…カ

５年 ６年

1 ◎ ①：エ、②：カ　と解答しているもの 53.7 64.7

2 ○
①：エ、②：カ以外（無解答含む）

と解答しているもの
20.6 20.0

3 ○
①：エ以外（無解答含む）、②：カ

と解答しているもの
10.3 7.1

資料をもとに、どのような考えによって整理、分類されたかを
読み取ることに課題がある。



具体的な問題例
大問２（１）

大問２
地域で行われる防災訓練を題材とし、論理的に思考し問題を発見・解決していく力を問う内容。
普段の生活の中で非常食を備えることや、防災訓練に参加することの大切さに気付き、関心を持ってもらえるような場
面設定とした。特に（１）では、身近にある食品が非常食として備えることができる食品になるかどうか、表を使って分類
することを通して、災害が起きる前にできることは何かを考える機会としてほしいというメッセージが込められている。

５年 ６年

1 ◎ 条件①、②を満たして解答しているもの 21.0 29.0

2 ○
条件①を満たし、条件②を満たさないで

解答しているもの
1.9 1.9

3 ○
条件②を満たし、条件①を満たさないで

解答しているもの
49.3 52.2

（正答の条件）
次の条件を全て満たして解答している。
①　【表】にＢ～Ｅを適切に書いている
②　【非常食として最もふさわしい食品】でＥを選択している

（正答例）
【表】：

【非常食として最もふさわしい食品】：Ｅ

資料の説明文をもとに表の項目に合うように整理、
分類することに課題がある。



具体的な問題例
大問１（２）・２（１）

●分類整理する力「仲間わけ」
低学年から各教科等で系統立てて体験的に行うことが重要。
同じところや違うところに着目することや、目的をもって仲間分けをすることが重要。

●もととなる【資料】と、整理・分類した後の【表】を往還してみること
資料の内容を読み取り、目的に応じて表に整理することが重要。
資料を表にするだけでなく、表から資料をとらえなおす活動も重要。

共通する課題 … 「資料を整理、分類すること」



具体的な問題例
大問３（３）

大問3
近年、さまざまな社会的場面で活用されている「ナッジ」を題材として、資料や会話の内容を適切に読み取る力、アイデ
アを言葉や絵にして具体的に伝える力などを問う内容。
身近なものから、工夫が凝らされたものまで、さまざまな例を紹介することで、楽しさと驚きとをもってナッジの概念を理
解できるような構成としている。ナッジの有効性を理解し、身の回りで適用する方法を考えることを通して、課題の解決に
は、さまざまなアプローチの仕方があるということを学んでほしいというメッセージが込められている。

（正答の条件）

次の条件を全て満たして解答している。

①【ねがい】に、みんなにしてほしいことを１つ書いている

②【工夫】に、その【ねがい】をかなえるためにどうするのか

　を書いている

③【みんなの行動が変わる理由】に、なぜその【工夫】でみん

　なの行動が変わるのかを書いている

５年 ６年

1 ◎ 条件①、②、③を満たして解答しているもの 45.9 54.5

2 ○ 条件①、②を満たし、条件③を満たさないで解答しているもの 11.2 7.7

3 条件①を満たし、条件②、③を満たさないで解答しているもの 30.9 25.9



児童アンケート結果



「未来に向かう力」と「好奇心」について

[5年生] [６年生]

※「目標に向かって頑張る力」・「人と関わる力」・「気持ちをコントロールする力」の【未来に向かう力】と、【好奇心】の項目の、児童一人ひとりの回答から平均を算出し、その平均を項目の合計で除して百分率で換算した値

泉大津市の子どもたちの全体の傾向として、【未来に向かう力】のうち、「人と関わる力」がほかの力に比べて高いとい
う結果だった。一方、「目標に向かって頑張る力」のうちの「ぶれない心」や「気持ちをコントロールする力」のうちの「落ち
着き」が、他の観点に比べると低い傾向であるという結果だった。また、【好奇心】のうち、「色々なことへの興味や関心」
は「自分の疑問に対する答えを求める力」と比べて高いという結果だった。
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